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太陽光発電のO&M等の
技術開発・⼈材育成拠点の形成

太陽光発電の共同研究に関する説明会

国⽴研究開発法⼈産業技術総合研究所
福島再⽣可能エネルギー研究所(FREA)

再⽣可能エネルギー研究センター 太陽光システムチーム
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事業概要
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出典︓経産省
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背景と事業の⽬指すところ
• 導⼊拡⼤は実現したが、発電設備の安全性、発電事業者が不明なことなど、地域とのトラブ

ルが顕在化。
• 発電事業者、O&M事業者は、新規参⼊が多数増加したが、撤退する企業も増加傾向であ

り、ノウハウ等の蓄積が不⾜。
• 他⽅で、さらなる導⼊拡⼤が必要（住宅、⾮住宅、農地など）。
• 将来に渡って太陽光発電を⽀える企業、⼈材が必要。
• そのためには、地域共⽣とコスト効率的な事業の両⽴の実現が必要。

• 地域共⽣の⼀つのソリューションとして、地域企業の活⽤。
• 太陽光発電事業のステークホルダとして、発電事業者、アセットマネージャー、メンテンナス事業

者など多様であり、事業への参⼊可能性が存在。

• 地域企業が実⼒を上げてシェアを伸ばしていくため、福島県内企業がどのように事業化していく
かのがよいか、それをどのように⽀援することができるか︖

• それにより、福島県内企業から太陽光発電を⽀える⼈材は創出し、福島県内の太陽光発電
の⻑期安定電源化を実現し、国内における太陽光発電の主⼒電源化に貢献する。
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太陽光発電のO&M等の技術開発・⼈材育成拠点の形成

Time based 
maintenance 

condition based 
maintenance 

•⾼度メンテの要素技術の最適な組
合せによるシステム開発

PV-O&M拠点＠FREA PVメンテナンス技術PVオペレーション技術

電⼒市場
出典︓JEPX Web

発電予測 出⼒制御

県内企業による発電・⼩売事業

共同研究・実証、⼈材育成

発電事業者・アセットオーナーとしての事業

FITを利⽤しない⻑期的な発電事業の実現
発電事業の地域共⽣、集約化

アセットマネージャ/保守点検事業者としての事業

アセットマネジメントとメンテナンスのスマート化
コスト効率的なマネジメントサービスの実現

県内企業のサービス事業
県外企業との連携によるオンサイト対応事業

福島県内企業

•需給予測の実証による
発電事業モデルの検証

オフサイトPPA



confidential

6

太陽光発電のO&M等の技術開発・⼈材育成拠点の形成

•⾼度メンテのシステム化技術の開発
•オンサイト点検装置、常時監視装置の
実験環境構築
•座学、実地研修の実施

PV-O&M拠点＠FREA

福島県内企業

•PVの経済的な発電事業モデルのシミ
ュレーション検討
•需給予測、計画モデルのオフラインシ
ミュレータの環境構築

PVO&M技術実⽤化検討委員会

会議体により、県内外のステークフォルダによる事業モデル・仕組みの検討
発電事業者、O&M、デューデリジェンス事業者、メンテ機器事業者、保険

、⾦融、業界団体等
福島県における太陽光発電の⻑期安定電源化および県内企業の事業

拡⼤や発電事業による地域活性化の仕組みの検討。

•共同研究としてFREA設備を
利⽤して各技術の効果検証
•発電データ等の提供や所有、
管理する発電所を利⽤して技
術実証。

PVオペレーション技術実証設備

PV⾼度メンテ技術実証設備

PV⾼度メンテ技術、オペレーション技術の実⽤化⾼
度技術を利⽤、運⽤できる専⾨的な⼈材創出
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事業のターゲット

発電オペレーション

発電事業管理

事業判断

メンテナンス
監視、管理
トラブル対応、現地点検

電⼒市場対応
需給予測、最適化制御

リパワ判断、アセット売却

キャッシュフロー管理
投資家、レンダー対応
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研修やデモのスコープ共同研究スコープ
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研修およびデモンストレーション概要

実践的保守研修

•太陽光発電システムの原理（座学）
•不具合メカニズム（座学）
•構造安全に関する基礎（座学）
•⾃家⽤⼯作物の保安点検の実施内容（実地）
•現地保守点検⼿順の実技（実地）
•測定器の原理（座学、実地） など

•座学、FREAや実発電所での実地研修の実施

PVメンテナンス要素技術のデモ

• IRドローン
•ELドローン
•屋外EL
•トラック型モジュール検査
•絶縁抵抗監視装置
•常時監視型不具合装置
•運転データ分析技術

•機器のデモンストレーション、FREAでの装置利⽤経験

出典:エネテク 出典:NPC WEB
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PVメンテナンス技術︓共同研究スキームの概要
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FREA 福島県内企業

•⾼度メンテのシステム化開発、運⽤
する企業との共同研究
•発電データ等の提供や所有、管理
する発電所を利⽤して技術実証。

•⾼度メンテのシステム化技術の開発
•オンサイト点検装置、常時監視装置の実験環境構築
•発電データ収集とリスク分析

技術のオペレーション指導と
システム化の技術移転

運⽤⼈材、実証研究の実施

共同研究
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PVオペレーション技術︓共同研究スキームの概要
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東京⼤学 ⽣産技術研究所
エネルギーシステムインテグレーション(ESI)

社会連携研究部⾨
•需給モデルと卸電⼒市場価格の想定値
•需要家アグリゲーションモデル
•技術内容のサポート、助⾔

FREA 福島県内企業

•FIP、オフサイトPPAのシステム
化開発、運⽤する企業との共
同研究
•発電データ等の提供や所有、
管理する発電所を利⽤して技
術実証。

•需給予測データ作成環境構築
•広域需給調整プログラム、時系列需給計画運⽤プログ
ラムの利⽤環境の構築
•福島県内企業データ利⽤した、複数地点PV利⽤のオ
フサイトPPAと市場活⽤のケーススタディの実施

ツールのオペレーション指導
と技術移転

運⽤⼈材、
シミュレーションの実施

連携

共同研究
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共同研究の概要および⽅法について
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PVメンテナンス技術の概要
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コスト

リスク

損失コスト

現状︓
トータルコスト⾼
損失コスト⾼
リスク⾼
投資コスト低

投資コスト

トータルコスト

⾼度化、安全化︓
トータルコスト⾼
損失コスト低
リスク低
投資コスト⾼

⽬指す姿︓
トータルコスト低
損失コスト低
リスク低
投資コスト低

①不具合検知の⾼度化、
現地作業の時短、削減技術の実証

②データ蓄積・リスク分析、
アセットマネジメント技術、
メンテ技術のシステム化
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PVメンテナンス技術︓実証設備
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予備予備

太陽光発電 250kW

実証ﾌｨｰﾙﾄﾞ︓B区画

実証ﾌｨｰﾙﾄﾞ︓D区画

太陽光発電システム
• B区画︓メーカ9社、10種の太陽電池.

20kW☓10、250kW、50kW
• D区画︓メーカ1社、250kW

PCS

設備の導⼊はこちらがメイン
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PVメンテナンス技術︓実証設備

オンサイト点検装置

•⾚外線カメラ
•セルラインチェッカ
•インピーダンス計測
•バイパス回路テスタ
•バイパス回路チェッカー
• I-Vカーブトレーサ
•太陽電池⾮接触計測器
•ウェアラブル⾚外線カメラ
•⽇影分析ツール
•気象観測(現地測定⽤) など

常時監視装置

•絶縁監視装置(⾃⼰バイアス)
•絶縁監視装置(信号注⼊)
•アーク検知
•モジュールレベルコンバータ
•中点遮断装置
•ストリングデータ電流・電圧監視 など

中点遮断

モジュールレベル対策
アーク検知

絶縁監視

地絡

並列
アーク

直列アーク

14
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PVメンテナンス技術︓実証設備
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PVメンテナンス技術︓実証設備

CB
CB

モジュールストリングの基本配線概要

遮断器(CB)を⼆つ組み合わせて、⼆枚のモジュールが同時に接続されないようにする
不具合模擬
モジュール

P N

アレイ構成－不具合モジュールの組み込み
(1)セルストリング断線(クラスタ脱落)
⇒Voc、セルラインチェッカ、ソラメンテiS、I-V、IR

(2)バイパス回路短絡(クラスタ脱落)
⇒Voc、セルラインチェッカ、ソラメンテiS、I-V、IR

(3)セルストリング⾼抵抗化(インコネを⼀部削除)
⇒ソラメンテZ&iS、I-V、IR

(4)モジュール内模擬地絡(セルストリングからリードを引き出し、模
擬地絡抵抗を介して架台に接続する)
⇒絶縁抵抗計、対地電圧&⾃⼰バイアス法、
(5)バイパス回路開放
⇒バイパス回路テスタ、ソラメンテZ、影+I-V、影+IR、影+セルラ
インチェッカ
(6)ガラス割れモジュール(+マイクロクラック)
⇒絶縁抵抗計、IR、I-V

(7)不具合モジュールなしでモジュール間にケーブル引き出しを⽤意
(直列枚数可変、地絡位置可変)
⇒Voc、絶縁抵抗計、I-V、逆電流発⽣

16
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PVメンテナンス技術︓共同研究（案）
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FREA 福島県内企業

•常時監視データや保守点検記録などを系統的に収集。
•保守点検の履歴、発電データなどを提供＋現地調査の
実施によりリスク評価。
•常時監視装置などの発電所への設置

分析結果、ノウハウ提供
•発電データ提供
•実証設備の提供
•事業化検討

⼈材・情報提供

① ⾼度メンテシステム化

② 発電データ分析⽅法︓技術移転、FREA＋他の発電所のデータによる実証
③ テクニカルデューデリ時の発電性能特性分析⽅法︓技術移転、FREA＋他の発電所

のデータによる実証
④ テクニカルデューデリ時の構造析⽅法︓技術移転
⑤ リパワリング⽅法の検討︓技術移転、FREA＋他の発電所のデータによる実証
⑥ 常時監視装置を実証︓FREAにおける実証
⑦ 雷害対策、メカニズム分析︓他の発電所のデータ収集・分析
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PVオペレーション技術の概要
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系統モデルシミュレーション

現状、将来の
電⼒市場想定

現状、将来の
出⼒制御量
の想定

広域需給調整プログラム(MR)

検証データ

オフサイトPPA

市場活⽤、FIP

FREAデータ
時系列需給計画運⽤プログラム
(UC)

発電予測
モデル

PV事業モデルのシミュレーション

ケーススタディによる経済性評価
事業実施の課題抽出

福島県内
発電所データ
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PVオペレーション技術︓時系列需給計画運⽤プログラム

• 将来の出⼒制御量の想定に利⽤。

19
出典︓構造計画研究所資料
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PVオペレーション技術︓広域需給調整プログラム
• マージナルコストにより将来電⼒市場価格を想定
• 現状、計算環境構築、プログラム試⾏的に実⾏中

20
出典︓JPBS
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PVオペレーション技術︓分析結果例
• 東北エリア︓PVの導⼊量を変化させた場合の年間最⼤⽇の出⼒抑制制御量の分

析例

21
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PVオペレーション技術︓共同研究（案）
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FREA 福島県内企業

•PV予測データの提供
•将来の市場価格、出⼒制御量の計算
•事業モデルのオフラインシミュレーション

分析結果、ノウハウ提供
•発電データ提供
•需要データ提供
•事業化検討

⼈材・情報提供

① 発電事業モデルの事業性検討

② 発電事業モデルのシステム技術の開発︓技術移転、システム化検討。
③ 要素技術開発︓技術移転、需給予測
④ PVを含む事業モデルの検討︓共同でシミュレーションの実施。PV以外の要素のシミュ

レーションの提供（EV、蓄電池等）
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共同研究の募集
• 対象テーマ︓メンテナンス、オペレーションの両テーマに関する共同研究を募集。今回提⽰した案を

ベースに個別に相談のうえ決定。
• 対象企業︓福島県内に事業所等がある企業が対象(参加者が福島県内にいることが望ましい)。
• 研究⽅法︓産総研の設備や所有、管理する発電所における実証データの収集、⼈を派遣等によ

る共同によるデータ分析、技術開発等を想定。
• 費⽤負担︓無し（双⽅持出し）。
• 開始時期︓2022年度から開始を想定し、2⽉〜3⽉で内容・契約調整し、契約が締結次第開

始。
• 期間︓2022年度から最⻑で2025年度。

• 研究⽅法、開始時期、期間等の詳細は個別協議により決定する。

• ご興味ある⽅は、下記のフォームから打ち合わせを御申し込みください。別途担当者より⽇程調
整などご連絡いたします。
– https://www.aist.go.jp/fukushima/ja/pvom2021/jointresearch_contact.html
– Email:M-FREA-pvsysat-om-ml@aist.go.jp

23
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最後に
• 第６次エネルギー基本計画における３E＋Sの実現、太陽光発電の主⼒電源化の

実現に向けて。
• ３E（ Energy, Environment, Economy ）のトリレンマを解決できると期待さ

れていた再エネ。
• 太陽光発電の導⼊拡⼤は進んだが、インフラとして根付くにはこれから運⽤管理が重

要。そして、さらなる導⼊拡⼤が期待されている。
• ⽇本全体のエネルギー問題もとらえつつ、地域に便益を与えらえる太陽光発電にして

いきたい。

• 地元からエネルギーインフラを⽀えてくれる「福島県の太陽光発電技術者集団の構築
」の⼀員になってくれる企業、⼈材を募集︕

• 産総研 FREAと、ともに挑み、次を創っていきましょう。

24
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Thank you for your attention.
takashi.oozeki@aist.go.jp
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国⽴研究開発法⼈ 産業技術総合研究所
福島再⽣可能エネルギー研究所

Fukushima Renewable Energy institute, AIST
(FREA)


